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1． はじめに 

釧路湿原は、我が国を代表する傑出した自然環境の一

つで、野生生物の重要な生息・生育の場となっている。

また、人間にとっても水がめとしての保水・浄化機能、

洪水調節機能、地域気候を緩和する機能など重要な価値

や機能を有しており、将来にわたって保全すべき貴重な

財産である。しかし、近年、流域の経済活動の拡大に伴

い湿原面積が著しく減少し、湿原植生もヨシやスゲ類か

らハンノキ林に急激に変化してきている。1) 
湿原は、長い年月をかけて少しずつ変化し、やがて低

平地化する。しかし、近年みられるような変化は、湿原

本来の自然の変化とは大きく異なると考えられる。 
この状況を受け、釧路湿原では、急速な悪化が進む以

前の国際的に価値が認められたラムサール条約登録

（1980 年）前のような湿原環境を取り戻すべく、様々

な取組みが進められている。湿原植生の再生もその取組

みの一つであるが、ハンノキ林から以前のヨシやスゲ類

の湿原に再生する手法は今のところ確立されていない。

その手法確立の一助とするため、本研究に着手した。 
 

2． 課題と検討方針 

 釧路湿原では、植生分布、動植物相、地下水位、湿原

への土砂や栄養塩類の流入状況などに関する多くの調

査・研究事例が報告されており、これまでに蓄積された

情報量は多い。しかし、その広さと立ち入ることの困難

さなどから、情報量は場所により異なる。 
現状では、湿原全体を対象に同一水準の詳細な情報に

基づいて検討することはできず、情報量の場所による差

異は今後も残ると考えられる。そこで、 
・ ハンノキ林が拡大している範囲でスポット的にヨシ

類の湿原が残っている範囲 

・ 過去にハンノキ林からヨシ類の湿原に変化した範囲 
に着目し、その周辺の既往資料および現地調査結果を分

析した。この結果から、ハンノキ林からヨシ類の湿原へ

の変化メカニズムを分析した。 
 
3． 釧路湿原の面積・植生の変化状況と考えられる原因 

 釧路湿原は、1980 年に日本ではじめてラムサール条

約登録湿地に指定された日本最大の湿原である。その面

積の約 8 割がヨシやハンノキが生育する低層湿原で、残

りはヌマガヤやヤチヤナギを主とする中間湿原とミズゴ

ケを主とする高層湿原が占めている 2)。 

釧路開発建設部では、湿原植生の変化を把握するため、

既往の航空垂直写真やランドサット等で撮影された衛星

画像を用いて釧路湿原の植生図を作成している。釧路湿

原全域の植生図を作成するためには、その範囲を撮影し

た画像が必要になることから、植生図を作成できる年代

は限られる。これまでに作成したものは、1947 年、

1977 年、1996 年および 2004 年の植生図である。 

ラムサール条約に登録される直前（1977 年）と現在

（2004 年）の釧路湿原の植生図を比較すると、 

・ 湿原面積は 2 割強減少（約 225km2→約 176km2） 

・ ヨシ群落は 5 割強減少（約 196km2→約 94km2） 

・ ハンノキ林は 3 倍弱増加（約 29km2→約 81km2） 

といった急激な変化が認められる（図 3-1）。 

釧路川流域では、1940 年代後半から食糧不足の解消

や農産物の安定供給を目的とした農地開発が行われると

ともに、市街地化が進んだ（以下、流域開発と称す）。 

湿原面積減少の最大の原因としては、湿原の農地や宅

地への開発が挙げられる。 

 ヨシ類からハンノキ林への植生変化の原因としては、

湿原の乾燥化が挙げられる。その要因としては、 

・ 流域開発の拡大に伴う湿原流入負荷の増加 

・ 河川の明渠排水路化、周辺での排水路網整備による

地下水位の低下 

が挙げられ、影響は比較的大きいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 釧路湿原の植生図 1977 年 1)と 2004 年 3)の比較 

 

4． ヨシ類の湿原の成立条件に関する仮説 

釧路湿原の植生変化状況を見ると、湿原縁辺部から中

心部に向かってハンノキ林の範囲が拡大している。一方

で、ハンノキ林が拡大している範囲でスポット的にヨシ

類の湿原が残っている箇所も見られる。 

 現在もヨシ類が生育し、ハンノキの侵入が見られない

理由として、 
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① ハンノキが生育できる基盤が無い 

② 地下水位が高くハンノキが生育できない 

③ 湿原流入負荷等の影響が植生変化という形態ではま

だあらわれていない 

といったことが考えられる。ここでは、上記①と②につ

いて以下で考察する。上記③は、場所ごとの影響の程度

を判断する情報が少ないため、今後の検討課題とした。 

 

4.1 ハンノキの生育基盤に関する考察 

 湿原内では、水面から頂部が出ているヤチボウズの上

に生育しているハンノキをしばしば見る（写真 4-1）。

この状況から、ハンノキは根を張れる最小限の立地があ

れば生育することができると判断できる。 

 図 4-1 は、1923 年の湿原内の沼の位置と、2004 年の

植生図を比較したものである。これを見ると、1923 年

に沼であった場所は、現在もヨシ類の生育地になってい

ることが分かる。特に着目したのは図 4-1 の(a)の範囲で、

周辺一帯がハンノキ林になっているにも係らず、沼であ

った範囲は現在もヨシ類の生育地になっている。 

以上のことから、沼の上に浮島状にヨシ類が生育して

いるような場所では、ハンノキは最小限の立地すら確保

できないため、侵入することができないと判断できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4-1 湿原でのハンノキ生育状況例（久著呂川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 1923 年の沼の位置と 2004 年植生図の比較 

 

4.2 地下水流動とヨシ類生育地の関係に関する仮説 

図 4-2 は、2004 年に年間を通じて地下水位の毎時デ

ータを観測した観測施設の位置図と、その観測結果に基

づいて作成した 2004 年の年平均地下水位コンター図で

ある（基図は 2004 年の植生図）。 

このコンター図を見ると、釧路湿原に釧路川や久著呂

川、雪裡川や幌呂川が流入している付近では、コンター

が河川の流下方向に凹形状になっていることが分かる。

これは、この範囲では地下水が河川を涵養していること

を示し、また、凹の方向に地下水が流動していることを

示すものである（図 4-2 右図）。 

 2004 年の植生図において、ハンノキ林が拡大してい

る範囲でスポット的にヨシ類の湿原が残っている部分に

着目すると、上流から流れてくる地下水を包み込むよう

な河道形状となっている箇所がいくつか見られる（図

4-2 の(b)～(e)）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 2004 年の地下水位コンター図と植生図の比較 

 

 上述の現状を踏まえて、次の仮説を立てた。 

① 河川により運搬された土砂が河道および河岸に堆積。 

② 自然堤防の発達に伴う荷重増加により下位の泥炭が

圧密され、透水係数が低下して地下水の流れが阻害。 

③ 上流から流れてくる地下水を包み込むような河道形

状になっている箇所で地下水が貯留。 

④ 以上により、周囲の泥炭地より地下水位が高い水準

で維持される範囲が生じ、その範囲でヨシ類の湿原

が維持された（図 4-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-3 地下水流動とヨシ類生育地の関係（仮説） 

 

5． ハンノキ林からヨシ類の湿原への変化メカニズム 

 筆者の釧路湿原における主要な調査フィールドの 1 つ

に久著呂川がある。久著呂川の湿原流入部には、久著呂

川の旧川と現河道に囲まれた場所があり、そこはヨシ類

の湿原となっている（図 4-2 の(d)）。 

本研究ではこの場所に着目し、当地区の変遷と現状を

踏まえ、堆積している泥炭の性状から上述の「地下水流

動とヨシ類生育地の関係」に関する仮説の検証を行った。 
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5.1 久著呂川湿原流入部の変遷 

 久著呂川の現河道は、1966 年～1980 年に行われた明

渠排水事業で掘削されたものである。過去に撮影された

空中垂直写真から当地区の変遷を辿った（図 5-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 垂直写真で見る久著呂川湿原流入部の変遷 

 図 5-1 の垂直写真に見られる特徴を次に示す。 

・ 流域開発が拡大する以前の 1947 年は、ヨシ類の湿

原が広がっているが、現在旧川と現河道に囲まれて

いる範囲や河川沿いには樹木が生育していた。 

・ 現河道掘削後数年が経過した 1977 年は、旧川と現

河道に囲まれた範囲の最下流部で変化が見られる。 

・ 1985 年～1993 年は、旧川と現河道に囲まれた範囲

の変化が進み、過去に沼からヨシ類の湿原に変化し

た範囲（図 4-1(a)）と類似した状況に変化している。 

・ 現在、旧川と現河道に囲まれた範囲はヨシ類の湿原

になっている（図 5-1 の 2000 年の写真）。多数の

立ち枯れしたハンノキが、ここが以前樹林であった

ことを物語っている。 

 

5.2 久著呂川湿原流入部の水位分布と泥炭の性状 

 明渠排水事業で掘削された久著呂川現河道の掘削残土

は、現河道の右岸側に残置（置土）された。地形を観察

すると、現在もその形跡が認められる。 

筆者は、久著呂川湿原流入部で土砂の堆積実態を把握

するための調査（図 5-2）を実施した経験がある 10)。こ

の調査では、堆積物の性状を把握するために、オーガー

ボーリングで採取した試料を用いて土の含水比試験およ

び強熱減量試験等を実施した。特に図 5-2 の A-A’、B-
B’、C-C’測線では、上述した右岸の置土箇所でも調査を

実施した（図 5-3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 久著呂川湿原流入部 土砂堆積実態調査位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-3 地質調査結果（代表例） 
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（1）久著呂川湿原流入部の水位分布状況 
 図 5-3 において、久著呂川の水位と、旧川と現河道に

囲まれた範囲の水位を比較すると、後者の水位の方が

A-A’測線では 54cm、B-B’測線では 8cm、C-C’測線では

20cm 高かった。また、これら測線の久著呂川左右岸の

湿原の水位を比較すると、 

・ 右岸側の水位は左岸側より高かった 

・ 右岸側の水位は地表より高い位置に分布していた 

・ 左岸側では地表上では水位は確認されなかった 

という特徴が見られた。 

 釧路開発建設部は、2005 年に航空写真測量を実施し、

2 メートルメッシュのデジタルマッピングデータ（以下、

DMD）を取得した（図 5-4）。これを見ると、湿原内の

細流が現河道に寸断されていることが分かる。現河道の

掘削および掘削残土の置土が水の流れ方を変化させ、右

岸側に地下水が貯留される状況をつくったことを裏付け

る痕跡であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-4 久著呂川現河道付近の微地形（細流跡）11) 

 

（2）久著呂川湿原流入部に堆積している泥炭の性状 

図 5-5 は、置土下位の泥炭（図 5-3 の No.4,11,15 地点

の下層泥炭）と、周辺の明瞭な土砂堆積が認められなか

った地点の泥炭について、自然含水比と強熱減量比の関

係を整理した結果である。 
一般に土の圧密は、粘性土地盤に荷重が加わり間隙水

が排水されることによって生じる現象である。図 5-5 を

見ると、置土下位の泥炭は、周辺の泥炭より相対的に自

然含水比が低いことが分かる。これは、置土下位の泥炭

が圧密作用を受けたことを示していると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-5 久著呂川湿原流入部に堆積している泥炭 

の自然含水比と強熱減量比の関係 

5.3 ヨシ類湿原への変化メカニズムの分析結果 

 久著呂川湿原流入部で生じた植生変化について、上述

した当地区の変遷、水位分布および泥炭の性状を踏まえ

て以下のように分析し、その内容を図 5-6 にまとめた。 

① 久著呂川の旧川では自然堤防が形成された。その後、

現河道が掘削され、掘削残土が右岸に残置された。 

② 旧川の自然堤防および現河道右岸の置土の荷重によ

り下位の泥炭が圧密され（図 5-5）、透水係数が低

下して地下水の流れが阻害された。 

③ 旧川と現河道に囲まれた範囲に上流から流れてきた

地下水が貯留された（図 5-4）。 

④ 旧川と現河道に囲まれた範囲の地下水位が周囲の泥

炭地より高い水準で維持され（図 5-3）、ハンノキ

林からヨシ類の湿原に変化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-6 久著呂川湿原流入部でハンノキ林からヨシ類の

湿原に変化したメカニズム（分析結果） 

 

6． おわりに 

 現地調査結果および現地状況から、ハンノキ林からヨ

シ類の湿原への変化メカニズムを分析した。今後、植生

変化を生じた箇所の物理環境の定量把握が課題となるが、

この変化は、恐らく土木技術により再現可能だと考える。

自然再生に対する関心が高まる中で、土木技術者は一層

広範、かつ重要な役割を担うことになる。 
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久著呂川

図 4-2 で示された
地下水の流動方向

③上流からの
地下水が貯留

④旧川と現河道に囲ま
れた範囲の地下水位が
周囲の泥炭地より高い
水準で維持

④ハンノキ林からヨシ
類の湿原に変化

①旧川沿いに自然堤
防が形成

①現河道掘削残土を
右岸に残置（置土）

②下位の泥炭が圧密
⇒透水係数の低下

現河道
掘削中

久著呂川旧川 

右拡大写真 
のアングル 細流跡

ハンノキ林からヨシ類
の湿原に変化した範囲

久著呂川

以前の細流
の流れ方向

現在は置土に 
より流れが阻害

細流跡 

DMD により作成した鳥瞰図 
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